
第３５８号
平成２１年（２００９年）１月８日

関西大学広報委員会

http://www.kansai-u.ac.jp/

〒５６４―８６８０
大阪府吹田市山手町３―３―３５
TEL ０６―６３６８―１１２１（代表）

日
本
は
第
二
次
世
界
大
戦

後
大
き
く
発
展
を
と
げ
、
世

界
有
数
の
工
業
大
国
と
な
っ

た
。
今
で
は
、
国
内
に
物
が

溢
れ
、
い
つ
の
間
に
か
大
量

生
産
・
消
費
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
無
限
と
す
る
前
提
の
上
に

成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
▼
し

か
し
、
石
油
価
格
の
高
騰
、

レ
ア
メ
タ
ル
の
枯
渇
、
食
糧

不
足
な
ど
地
球
資
源
に
関
わ

る
事
柄
や
、
地
球
温
暖
化
が

問
題
化
し
、
わ
が
国
で
も
従

来
の
大
量
生
産
・
消
費
型
の

社
会
構
造
を
見
直
し
、
環
境

に
優
し
い
社
会
に
変
貌
す
る

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
▼
地
球
資

源
の
有
効
利
用
、
環
境
と
の

調
和
を
意
識
し
た
社
会
の
構

築
に
は
、
や
は
り
革
新
的
先

端
科
学
技
術
の
開
発
が
不
可

欠
で
あ
る
。
い
ま
こ
そ
産
学

官
あ
げ
て
の
国
家
戦
略
と
し

て
、
そ
れ
ら
の
開
発
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
先

端
的
科
学
技
術
の
成
果
を
通

じ
て
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と

が
日
本
に
は
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
貢
献
が
世
界

の
中
で
の
日
本
の
地
位
を
高

め
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
▼
新
年
を
迎
え
、
将
来
の

日
本
を
担
う
学
生
諸
君
に

は
、
長
期
的
な
視
野
に
立

ち
、
今
後
ど
の
よ
う
に
資
源

・
科
学
技
術
・
環
境
を
調
和

さ
せ
た
持
続
可
能
な
社
会
を

築
い
て
い
く
か
、
一
度
ゆ
っ

く
り
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

（
西
山

豊
）
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面
…
第
６
回
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略
研
究
国
際

会
議
を
開
催

�
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�
�
�
�
�
�
�
�

�
面
…
「
文
化
・
学
術
活
動
等
奨
励
金
制
度
」
募
集
の

お
知
ら
せ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
面
…
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

平
成
２１
年
度
前
期
開
講
講
座
受
付
開
始

�
面
…
来
て
・
観
て
・
感
じ
て
文
化
系
団
体
の
晴
れ
舞
台

６
面

関
西
大
学
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
よ
う

秋
学
期
か
ら
学
生
と
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

ひ
と
つ
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
「
関
西
大
学
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」。
そ

の
利
用
方
法
と
利
用
者
の
声
を
紹
介
す
る
。

８
面

留
学
生
に
聞
く

海
外
の
年
末
・
年
始
事
情

海
外
で
は
年
末
年
始
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
の
か
。
そ
ん
な
疑

問
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
セ
ア
ニ
ア
か
ら
の
交

換
留
学
生
に
、
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
し
た
。

４
・
５
面

新
た
な
教
学
体
制
の
展
望

新
設
さ
れ
た
教
育
推
進
、
研
究
推
進
、
社
会
連
携
、
国
際
の
四

つ
の
部
に
つ
い
て
、
各
部
長
を
兼
ね
て
い
る
副
学
長
三
人
に
今
後

の
展
開
や
学
生
へ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
聞
い
た
。

世界で最初に産業革命を起こしたイギリスは世界の工
場として君臨し、次いでドイツ、アメリカ、ロシア、日
本と進みこれにより先進工業国は、プロダクト型市場経
済の発展による恩恵を受け豊かな生活を謳歌してきた。
このような製造業が中心の工業化社会においては、企業
価値の創造の源泉が生産設備にあるため、企業の貸借対
照表においては、有形固定資産の比重が企業活動に貢献
する。そこで会計の評価の考え方は取得原価主義であ
り、収益は商品の引き渡しと売掛債権の２要件による実
現主義が要求される。
次いでイギリスはロンドンを国際金融センターとして
のシティの地位を確立するために金融ビッグバンと呼ば
れる制度改革を行うなど、各国共に金融中心のファイナ
ンス型市場経済を志向する。ものづくりからデリバティ
ブを中心とした金融資産のウェートが高まり、金融資産
が実物経済の２０倍となる。ここにファイナンスが有形固
定資産や棚卸資産購入のためのものだけでなく、むしろ
金融資産の購入が一人歩きした経済を引き起こすのであ
る。金融の世界では証券取引所に代表される株価が日々
明らかになりその結果、会計における金融資産の評価は
時価主義（公正価値）になる。
ＩＣＴ（情報通信技術）の発展による知識資本中心社
会においては、企業価値を生み出すものが、研究開発や
ビジネスモデルのようなノウハウが重要視されるナレッ
ジ型経済またはデジタル型経済に至る。そしてロボット
産業が将来ここで主流となってくる。会計では企業の貸
借対照表においては無形資産（暖簾・知的財産）の計上
が比重を占めるにいたっている。そこで合併に代表され
るＭ＆Ａにおいて、従来費用化していた研究開発費や無
形資産の評価に公正価値、特にDCF（Discounted Free

Cash Flow）が用いられ、予測概念が導入される。
しかし資源が有限であり、且つこのままでは地球環境
が破壊されるに至っては、新資源環境型経済が新たな展
開を見せ始めている。それは国の経済発展の有りようと
して、地域の内発的発展を地域自然資源（農・林・漁・
鉱・畜産業、観光・水・風力資源）の住民による開発で
付加価値をつけて都市と農村の所得格差を縮めていく活
動が、大分県で始まった一村一品運動（主導者：平松守彦
前大分県知事）である。これが今やアジア・アフリカで
OVOP（One Village One Product）運動として、日本の
ODA（Official Development Assistance）やＪICA
（Japan International Cooperation Agency）の支援の
もとに展開されている。
また石油、穀物が先物取引によりマネーゲームの手段
となっていく事についての社会の不安は、環境技術革新
による代替エネルギーや代替食糧の開発により早急に解
消されよう。そこでどのような環境会計システムを構築
するかが課題である。
ここで学問とシステム（制度）について考えてみる

と、システムを生み出す根源は学問である。一般に生活
をしていく点では、法律や会計のシステムの構築を社会
的正義の面から逸脱し、またシステムそのものを知らな
いとたちまちビジネスや日常生活に支障をきたすことに
なる。例えば金融は本来企業活動の血流機能であるのに
投機の手段となり、その結果健全な実体経済活動を阻害
して、今日金融危機からくる世界同時大不況を引き起こ
している。今後世界経済は各国ともに上記の４つのパタ
ーンの経済が併存し、学問とシステムが相互作用を健全
に繰り返して、人類の繁栄に繋げるであろう。

（商学部教授）

大倉雄次郎

特
集（
学
生
企
画
）

特
集
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こ
の
た
び
本
学
は
、
サ
ン
テ

ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ

大
学
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
ウ

ェ
リ
ン
ト
ン
校
、
北
ア
リ
ゾ
ナ

大
学
、
ヴ
ェ
ク
シ
ョ
ー
大
学
と

の
間
に
基
本
協
定
と
学
生
交
換

協
定
を
締
結
し
、
海
外
に
お
け

る
協
定
大
学
は
全
部
で
四
十
七

大
学
と
な
っ
た
。

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
り
、

各
大
学
と
は
学
生
交
換
を
行
う

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
今
後
、

本
学
の
国
際
交
流
に
関
す
る
構

想
に
基
づ
い
て
、
世
界
各
地
に

協
定
大
学
を
増
や
し
、
本
学
と

世
界
の
大
学
と
の
学
術
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い

く
。

（
国
際
部
）

ヴ
ェ
ク
シ
ョ
ー
大
学

関
西
大
学
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
戦
略
研
究
機
構
（
機
構
長

�
鵜
飼
康
東
総
合
情
報
学
部
教

授
）
は
、
国
際
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
戦
略
学
会
と
共
催
し

て
、
国
際
会
議
「
経
済
政
策
と

し
て
の
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

戦
略
」
を
次
の
と
お
り
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
日
は
、
ま
ず
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
の

Ｄ
�
Ｗ
�
ジ
ョ
ル
ゲ
ン
ソ
ン
教

授
の
基
調
講
演
「
米
国
で
の
公

共
政
策
分
析
へ
の
計
量
経
済
学

の
貢
献
」
が
行
わ
れ
、
午
後
に

は
、
慶
北
国
立
大
学
校
（
韓

国
）の
李
廷
雨
教
授
に
よ
る「
韓

国
に
お
け
る
経
済
理
論
と
経
済

政
策
」
の
経
済
政
策
特
別
講
義

が
行
わ
れ
る
。
今
回
の
内
容

は
、
大
規
模
な
社
会
デ
ー
タ
の

分
析
を
通
じ
て
社
会
科
学
の
新

展
開
を
図
ろ
う
と
す
る
研
究
に

的
を
絞
っ
た
も
の
で
あ
り
、
著

名
な
経
済
学
者
で
あ
る
二
人
か

ら
の
講
演
は
、
参
加
者
に
と
っ

て
貴
重
な
体
験
に
な
る
で
あ
ろ

う
。午

後
の
専
門
家
研
究
会
（
既

に
定
員
に
達
し
て
い
る
）
で

は
、
情
報
通
信
政
策
や
金
融
政

策
の
分
野
に
お
い
て
英
語
論
文

の
報
告
と
討
論
が
行
わ
れ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
、
東

京
大
学
、
大
阪
大
学
の
新
進
気

鋭
の
研
究
者
が
参
加
す
る
。

日
時

一
月
十
四
日
（
水
）

十
時
〜
十
九
時

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

尚
文
館
一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
お
よ
び
七
階

特
別
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

ソ
シ
オ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
戦
略
研
究
機
構
事

務
室
（
�
０６
―
６
３
６
８
―

１
２
２
８
）

（
ソ
シ
オ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
戦
略

研
究
機
構
）

サンティアゴ・デ・コンポステラ大学

（スペイン サンティアゴ・デ・コンポステラ市）
学生数：約３３，０００人
特 長：５００年以上にわたってスペイン文化の発展
に寄与し、自然科学・社会科学・人文科学の領
域において優れた人材を輩出している

ヴィクトリア大学ウェリントン校

（ニュージーランド ウェリントン市）
学生数：約２２，０００人
特 長：特に法学、人文科学、工学の分野のプロ
グラムでよく知られている名門校

北アリゾナ大学

（アメリカ合衆国 アリゾナ州）
学生数：約２１，０００人
特 長：９５の学士、４５の修士および９の博士の各
学位プログラムを提供する学生教育を中心とし
た総合大学

ヴェクショー大学

（スウェーデン ヴェクショー市）
学生数：約１５，０００人
特 長：高等教育機関に在籍する学生や教員の欧
州域内での移動性を高め、他国で学び経験を積
むことを支援するエラスムス・プログラムに参
加している

第１回国際会議で講演するハーバード大学
Ｄ．Ｗ．ジョルゲンソン教授

経
済
学
部
で
は
、
国
際
社
会

の
実
際
の
動
き
に
接
し
、
各
方

面
で
活
躍
で
き
る
学
生
を
育
成

す
る
た
め
に
「
国
際
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
新
設
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
皮
切
り

と
し
て
本
年
、
二
月
か
ら
三
月

に
か
け
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

ア
デ
レ
ー
ド
大
学
に
第
一
期
生

が
派
遣
さ
れ
る
。
参
加
学
生
は

五
週
間
に
わ
た
り
、
英
語
の
集

中
的
学
習
お
よ
び
ア
ジ
ア
経
済

（
開
発
・
環
境

・
金
融
・
企
業

経
営
な
ど
）
に

関
す
る
講
義
を

受
け
、
研
修
の

最
終
日
に
は
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ

て
、
各
自
の
研

修
目
標
の
達
成

度
を
検
証
す
る

こ
と
が
で
き

る
。ま

た
、
こ
の

研
修
に
参
加
す

る
学
生
は
、
経
済
学
部
の
提
供

す
る
実
習
系
専
門
科
目
「
海
外

経
済
研
究
」（
こ
の
科
目
は
次
年

度
新
設
科
目
の
た
め
、
今
年
度

の
参
加
者
に
つ
い
て
は
既
存
科

目
で
の
単
位
読
み
替
え
を
行

う
）
を
登
録
・
履
修
し
、
専
任

教
員
に
よ
る
充
実
し
た
事
前（
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
ア
デ
レ
ー
ド

大
学
と
の
遠
隔
授
業
を
含
む
）

お
よ
び
事
後
指
導
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
学
生

に
は
、
外
国
語
科
目
「
海
外
研

修
」
二
単
位
が
与
え
ら
れ
る
の

で
、
専
門
科
目
二
単
位
と
合
わ

せ
て
四
単
位
の
修
得
が
可
能
で

あ
る
。

経
済
学
部
で
は
、
今
後
対
象

地
域
を
英
語
圏
か
ら
中
国
語
圏

に
も
広
げ
て
、
さ
ら
に
充
実
し

た
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
型
の「
国

際
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
す

る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

（
経
済
学
部
）

「
日
中
関
係
と
東
ア
ジ
ア
」と

題
す
る
本
講
座
は
、
財
団
法
人

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
の
寄
附
に

よ
り
、
大
学
院
文
学
研
究
科
の

秋
学
期
授
業
お
よ
び
市
民
向
け

公
開
講
座
と
し
て
、
国
内
外
か

ら
著
名
人
を
講
師
に
招
き
、
三

年
間
開
講
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
東
ア
ジ

ア
の
過
去
、
現
在
と
未
来
」

で
、
こ
れ
ま
で
入
江
昭
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
名
誉
教
授
、
加
藤
祐

三
横
浜
市
立
大
学
名
誉
教
授
、

山
室
信
一
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
教
授
、
五
百
旗
頭
真
防

衛
大
学
校
校
長
、「
日
中
歴
史
共

同
研
究
委
員
会
」
の
日
本
側
座

長
を
務
め
て
い
る
北
岡
伸
一
東

京
大
学
法
学
部
教
授
、
朱
建
栄

東
洋
学
園
大
学
教
授
、
王
柯
神

戸
大
学
教
授
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・

コ
ル
カ
ッ
ト
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大

学
教
授
、
金
泰
昌
公
共
哲
学
共

働
研
究
所
所
長
な
ど
に
過
去
の

歴
史
を
振
り
返
り
、
現
実
を
見

つ
め
、
互
恵
共
生
の
未
来
像
を

描
い
て
も
ら
っ
た
。
渋
沢
財
団

の
渋
沢
雅
英
理
事
長
、
本
学
の

河
田
悌
一
学
長
お
よ
び
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
二
階
堂
善
弘
、

陶
徳
民
両
文
学
部
教
授
も
講
師

陣
に
加
わ
っ
た
。◇

一
月
十
四
日
（
水
）
に
開
催

さ
れ
る
最
終
回
の
講
義
で
は
、

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
客
員

教
授
に
登
壇
願
い
、「
東
ア
ジ
ア

地
域
シ
ス
テ
ム
の
文
脈
か
ら
見

た
中
日
関
係
史
」
と
題
し
た
講

演
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

学
生
諸
君
は
ぜ
ひ
参
加
し
て

ほ
し
い
。

（
陶
徳
民

文
化
交
渉
学
教
育

研
究
拠
点
リ
ー
ダ
ー
）

アデレード大学

今
年
で
第
十
三
回
を
迎
え
る
先
端

科
学
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
一
月

十
五
日
（
木
）、
十
六
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
る
。

今
回
は
二
日
間
と
も
特
別
講
演
が

行
わ
れ
る
ほ
か
、
一
日
目
に
は
地
域

再
生
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
地
域
再
生

セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
行
わ

れ
る
。
ま
た
両
日
で
招
待
講
演
が
十

四
件
、
一
般
講
演
が
八
十
五
件
行
わ

れ
る
ほ
か
、
約
八
十
件
の
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
、
先
端
科
学
技
術
推
進
機

構
研
究
員
が
保
有
す
る
技
術
シ
ー
ズ

を
広
く
企
業
、
産
業
界
へ
ア
ピ
ー
ル

す
る
。

詳
細
は
同
機
構
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
参
照
の
こ
と
。

日
時

一
月
十
五
日
（
木
）
十
時
〜

十
七
時
十
五
分

一
月
十
六
日
（
金
）
十
時
〜

十
七
時
十
五
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
百
周
年

記
念
会
館

（
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
）

平
成
十
七
年
度
特
色
Ｇ
Ｐ「
人

間
性
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
す

学
校
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

―
小
中
高
大
連
携
が
支
え
る
実

践
型
学
外
教
育
の
大
規
模
展
開

―
」
の
第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

歩
み
と
展
望
―
四
年
間
の
特
色

Ｇ
Ｐ
を
終
え
て
、
そ
の
成
果
と

今
後
の
課
題
を
検
証
す
る
―
」

を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

当
日
は
、
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
学
生
懇
談
会
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
報
告
と
奥
田
千
織
氏

（
八
尾
市
立
志
紀
中
学
校
教

頭
）、
田
上
浩
氏
（
大
阪
府
立
箕

面
高
等
学
校
進
路
指
導
部

長
）、
品
川
哲
彦
文
学
部
教
授

（
二
〇
〇
五
、
二
〇
〇
六
年
度

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
取
組

責
任
者
）
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、

特
色
Ｇ
Ｐ
採
択
四
年
目
を
迎
え

た
本
学
の
学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
つ
い
て
多
角
的
に
議
論

す
る
。

参
加
費
無
料
、予
約
不
要
に
つ

き
、多
数
の
来
聴
を
期
待
す
る
。

日
時

一
月
十
日
（
土
）
十
三

時
三
十
分
〜

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

一
学
舎
一
号
館
千
里
ホ
ー
ル

（
山
本
冬
彦
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
取
組
責
任
者
）

●
学
長
が
文
部
科
学
省
中
央
教

育
審
議
会
専
門
委
員
に
就
任

河
田
悌
一
学
長
が
文
部
科
学

省
中
央
教
育
審
議
会
の
専
門
委

員
に
就
任
し
た
。
中
央
教
育
審

議
会
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮

問
機
関
と
し
て
、
教
育
の
振

興
、
生
涯
学
習
の
推
進
お
よ
び

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
に
関
す
る

重
要
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た

め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
文
化
交

渉
学
教
育
研
究
拠
点
が
高
麗
大

学
校
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
文
化
交

渉
学
教
育
研
究
拠
点
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
）は
、十
一
月
二
十
一
日
、
韓

国
・
高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ

ン
タ
ー
と
学
術
交
流
協
定
を
締

結
し
、
同
大
学
内
に
同
拠
点
の

連
絡
窓
口
を
設
置
し
た
。
本
学

で
開
か
れ
た
学
術
交
流
協
定
締

結
式
に
は
、
高
麗
大
学
校
か
ら

崔
官
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

お
よ
び
鄭
炳
浩
日
語
日
文
学
科

長
が
、
本
学
か
ら
は
河
田
悌
一

学
長
、
カ
イ
ト
由
利
子
副
学
長

（
国
際
活
動
推
進
担
当
）、
陶
徳

民
拠
点
リ
ー
ダ
ー
（
文
学
部
教

授
）
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

約
二
十
人
が
出
席
し
た
。

●
Ｅ
Ｕ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

関
西
と
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る
研
究
お

よ
び
教
育
に
関
す
る
協
力
協
定

を
締
結

本
学
と
Ｅ
Ｕ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ

ュ
ー
ト
関
西
は
、
Ｅ
Ｕ
に
関
す

る
研
究
お
よ
び
教
育
を
推
進

し
、
日
・
Ｅ
Ｕ
関
係
の
強
化
を

は
か
る
た
め
協
力
協
定
を
締
結

し
た
。
Ｅ
Ｕ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
ト
関
西
は
、
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る

学
術
研
究
拠
点
の
促
進
、教
育
・

広
報
活
動
の
推
進
等
を
目
的
と

し
て
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に

設
立
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
。
本
学
は
二
〇
〇
九
年

四
月
一
日
か
ら
二
〇
一
三
年
三

月
三
十
一
日
の
間
、
協
力
す
る

予
定
で
あ
る
。
ベ
ル
ギ
ー
に
日

本
・
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
る
本
学
に
と
っ
て
、

共
同
研
究
、
共
同
セ
ミ
ナ
ー
お

よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
活

動
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
Ｅ

Ｕ
に
関
す
る
研
究
、
教
育
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

本年３月をもって定年退職する教員の退職記念最終講義が
次のとおり予定されているのでふるって聴講してほしい。

テーマ
「精神病理学的政治学への道
―異端の系譜をたどって―」

「健康へのいざない」

「４８年を歩く」

「太平洋の島々が語りかけるこ
と」

「ケーブルテレビと学校教育」

「熱工学研究室における研究の
変遷について」

「触媒研究の周辺で」

「学生と共に歩んで」

「抵抗（逆らい）の３６年」

※総合情報学部の佐野匡男教授以外は、すべて千里山キャンパスにて開講

場 所

第１学舎２号館Ｂ２０２教室

第１学舎１号館Ａ５０２教室

第１学舎３号館
５階ＡＶ―Ｂ教室

第１学舎１号館Ｅ６０３教室

高槻キャンパスＴＢ１０７教室

第４学舎３号館３１０１教室

第４学舎２号館３０８教室

尚文館１階マルチメディア
ＡＶ大教室

第４学舎３号館３４０１教室

日 時
１月１０日（土）
１０：４０～１２：１０
１月９日（金）
１０：４０～１２：１０
１月１４日（水）
１０：４０～１２：１０
３月２８日（土）
１５：００～１６：３０
１月９日（金）
１０：４０～１２：１０
２月２８日（土）
１４：００～１５：３０
２月１７日（火）
１３：３０～１４：４０
２月２８日（土）
１４：００～１５：３０
３月２１日（土）
１５：００～１７：００

氏 名

若田 恭二

笈田 欣治

武智 英裕

橋本 征治

佐野 匡男

石原 勲

鈴木 俊光

石井 康敬

小松 伸也

学 部

法学部

文学部

総合情報学部

システム理工学部

環境都市工学部

化学生命工学部

先端科学技術シンポジウム
１月１５日、１６日に開催

著
名
経
済
学
者

招
き
講
演
な
ど

機
構
設
立
を
記
念
し
て

第４回

学
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

特
色
Ｇ
Ｐ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

経済学部

ア
デ
レ
ー
ド
大
学
に
１
期
生
派
遣

退職記念最終講義

国国
際際
交交
流流
協協
定定
大大
学学
がが
４４７７
大大
学学
にに

渋沢財団寄附講座

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ

客
員
教
授
に
よ
る
講
演

�
日
中
関
係
と
東
ア
ジ
ア
�

（２）平成２１年（２００９年）１月８日第 ３５８ 号



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������������������

�������������������������������������

学学学学学学学学学
生生生生生生生生生
ののののののののの
活活活活活活活活活
動動動動動動動動動
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のののののののののののののののののの
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ししししししししし
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活活活活活活活動動動動動動動のののののののススススススススススススススメメメメメメメ活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動ののののののののののののののススススススススススススススススススススススススススススメメメメメメメメメメメメメメ

学
位
取
得�

「
あ
か
ん
�
（
作
品
の
レ
ベ

ル
が
）
違
い
す
ぎ
る
。
や
る
気

が
出
て
き
た
」

昨
年
開
催
さ
れ
た
「
学
生
国

際
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
映
画
祭

ｉ
ｎ
関
空
」
か
ら
帰
っ
て
き
た

Ｍ
Ｃ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
の
一
人

が
そ
う
言
っ
た
。

Ｍ
Ｃ
Ｓ
と
は
、
メ
デ
ィ

ア
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・

サ
ポ
ー
タ
ー
の
略
称
で
、
昨
年

総
合
情
報
学
部
に
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
名
の
と
お
り
学
生
の

メ
デ
ィ
ア
教
育
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
の
チ
ー
ム
で
あ
る
。
元
々

は
実
習
の
Ｓ
Ａ
（
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
育
成
か

ら
始
ま
っ
た
団
体
だ
が
、
現
在

は
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
ス
タ
ジ

オ
イ
ベ
ン
ト
や
サ
マ
ー
（
オ
ー

タ
ム
）
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ベ
ン

ト
、
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｆ
ｅ
ｓ
（
実
習

合
同
発
表
会
）
な
ど
、
総
合
情

報
学
部
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
関

連
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
自
主
的

に
行
う
規
模
に
ま
で
発
展
し
て

い
る
。

現
在
一
年
次
生
か
ら
四
年
次

生
ま
で
幅
広
く
メ
ン
バ
ー
が
揃

っ
て
い
る
が
、
中
心
メ
ン
バ
ー

は
一
年
次
生
で
あ
る
。
彼
ら
は

入
学
し
て
す
ぐ
Ｔ
Ｖ
ス
タ
ジ
オ

で
の
本
格
的
な
番
組
制
作
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
ス
タ
ジ
オ
イ
ベ
ン
ト
を
最
初

に
経
験
し
た
。
大
学
に
入
学
し

た
ば
か
り
で
右
も
左
も
わ
か
ら

な
い
よ
う
な
状
況
で
、
初
め
て

台
本
を
書
き
、
番
組
セ
ッ
ト
を

作
り
、
プ
ロ
と
同
じ
業
務
用
機

器
を
使
い
、
そ
の
過
程
で
先
輩

た
ち
か
ら
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
受
け
継
い
だ
。
も
ち
ろ
ん

初
め
て
の
た
め
失
敗
や
稚
拙
な

部
分
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、

学
生
た
ち
自
身
で
イ
ベ
ン
ト
を

成
功
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
験
の
積
み
重
ね

が
実
習
の
サ
ポ
ー
ト
Ｓ
Ａ
と
し

て
の
仕
事
な
ど
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
単
に
技

術
習
得
の
た
め
に
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ

れ
自
分
た
ち
の
夢
も
あ
る
よ
う

だ
。
彼
ら
は
昨
秋
、
前
述
の
映

画
祭
に
応
募
す
べ
く
、
一
年
次

生
だ
け
で
ド
ラ
マ
作
品
を
制
作

し
た
。
結
果
は
冒
頭
の
言
葉
ど

お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

た
く
ま

言
葉
に
は
早
く
も
逞
し
さ
と
頼

も
し
さ
が
見
え
隠
れ
す
る
。

四
月
に
は
新
た
に
加
わ

る
で
あ
ろ
う
新
入
生
に
技

術
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
彼

ら
自
身
も
夢
に
向
け
さ
ら

な
る
飛
躍
を
め
ざ
す
だ
ろ
う
。

次
は
ど
ん
な
言
葉
が
聞
け
る
の

か
。
そ
れ
が
今
か
ら
楽
し
み
で

な
ら
な
い
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー

高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
）

本
学
で
は
、
課
外
活
動
や
自
主
活
動
に
お
い

て
、
優
れ
た
実
績
を
あ
げ
た
学
生
を
評
価
し
、

奨
励
金
を
も
っ
て
支
援
す
る
「
文
化
・
学
術
活

動
等
奨
励
金
制
度
」
を
設
け
て
い
る
。
昨
年

は
、
青
少
年
人
権
教
育
交
流
館
に
出
向
い
て
落

語
の
実
演
を
行
い
児
童
と
交
流
を
図
っ
た
り
、

児
童
養
護
施
設
に
お
い
て
数
学
や
英
語
学
習
の

手
伝
い
な
ど
の
事
例
が
あ
り
、
学
生
の
自
主
的

な
活
動
の
範
囲
は
拡
が
っ
て
い
る
。

こ
の
一
年
間
で
文
化
、学
術
、福
祉
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
し
て
、優
れ
た
業
績
を
あ
げ

た
学
生
諸
君
に
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
ほ
し
い
。

詳
細
は
、
学
生
生
活
課
ま
た
は
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
オ
フ
ィ
ス
各
窓
口
ま
で
。（
学
生
生
活
課
）

【応募要領】

応募資格
関西大学に在学する学生または所属する団体の
うち、文化、学術、福祉、ボランティア活動等
の分野において、優れた業績をあげた個人また
は団体

応募方法
所定の「業績報告書」に必要事項を記入の上、
窓口へ提出

募集期間 平成２１年１月７日（水）～１月３０日（金）
対象期間 平成２０年１月１日～１２月３１日
奨励金
○個人：２０万円を上限として業績内容により決定
○団体：業績内容により決定
選考時期：平成２１年２月（予定）

【参考：昨年度採択業績（１２件中９件）】

○児童養護施設における継続的学習支援活動
○ALL JAPAN DEBATE TOURNAMENT準優勝
○平成１９年度全日本珠算選手権大会 優勝
○ハート交流館Ｅメイツ生活発表会 落語の実演
指導

○ホノルル市長杯第３７回全日本青少年英語弁論大
会出場
ほか

メディア・クリエイティヴ・サポー
ターと佐野匡男総合情報学部教授

試
験
期
間
が
終
わ
る
と
長
い

春
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。
休
み

の
間
は
、
帰
省
や
ア
ル
バ
イ

ト
、
旅
行
な
ど
、
や
り
た
い
こ

と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
中
に
、
今
ま
で
味

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
、
新
し
い

体
験
を
加
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と

な
り
、毎
月
第
一
日
曜
日
に
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
ツ
ア
ー
〜
淀

川
掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
第
１
日
曜
日

市
民
団
体
と
共
に

淀
川
水
系
の
水
は
、
京
阪

神
、
三
重
県
、
滋
賀
県
、
奈
良

県
の
約
千
七
百
万
人
も
の
人
た

ち
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
多
く
も
淀
川
水
系
の

水
を
日
常
的
に
利
用
し
、
生
活

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
そ
の
淀
川
に
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
よ
う
な
小
さ
な
ゴ

ミ
か
ら
、
車
の
タ
イ
ヤ
や
バ
イ

ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
が

多
量
に
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

淀
川
掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
そ
う
い
っ
た
ゴ
ミ
を
市
民

団
体
と
共
に
掃
除
す
る
活
動
で

す
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
ゴ
ミ

を
拾
う
作
業
は
と
て
も
す
が
す

が
し
く
、
想
像
以
上
に
没
頭
し

て
夢
中
に
な
れ
ま
す
。
次
回

は
、
二
月
一
日
（
日
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
（
要
事
前
申

込
）。
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
淀
川
を
き
れ
い
に
し
ま
し

ょ
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
当
の
良

さ
は
、
体
験
し
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
り
ま
せ
ん
。
淀
川
の
現
状

も
目
に
し
て
み
な
け
れ
ば
実
感

が
わ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で
関

心
を
も
っ
た
人
は
、
ま
ず
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね

て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
学

生
ス
タ
ッ
フ
が
昨
年
十
二
月
一

日
〜
三
日
、
凜
風
館
一
階
学
生

ラ
ウ
ン
ジ
に
お
い
て
「
非
常
事

態
に
備
え
よ
う
�
〜
防
災
週
間

〜
」
を
実
施
し
た
。
期
間
中
、

大
阪
府
や
吹
田
市
の
協
力
を
得

て
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
ほ

か
、
炊
出
し
訓
練
（
ア
ル
フ
ァ

化
米
百
食
）
や
仮
設
ト
イ
レ
の

組
み
立
て
訓
練
、
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（
災

害
図
上
）
訓
練
、
普
通
救
命
講

習
等
を
行
い
、
展
示
の
み
の
時

間
帯
に
は
ス
ク
リ
ー
ン
で
地
域

防
災
の
重
要
性
を
伝
え
る
映
像

を
上
映
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｇ
訓
練
と

は
、
授
業
期
間
中

に
地
震
が
起
こ
っ

た
と
き
に
ど
の
よ

う
に
安
全
を
確
保

す
る
の
か
、
ま

た
、
近
隣
の
病
院

や
薬
局
、
避
難
地

は
ど
こ
に
あ
る
の

か
な
ど
、
地
図
を

見
な
が
ら
話
し
合

う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
訓
練
で
は
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
本
学

か
ら
阪
急
淡
路
駅
ま
で
帰
宅
訓

練
を
行
っ
た
様
子
を
紹
介
し
な

が
ら
、
参
加
学
生
と
と
も
に
経

路
を
確
認
し
た
。
仮
設
ト
イ
レ

の
組
み
立
て
訓
練
に
は
、
学
生

ス
タ
ッ
フ
以
外
に
も
多
く
の
学

生
が
協
力
し
て
組
み
立
て
を
行

っ
た
。

ま
た
、
学
生
生
活
課
お
よ
び

吹
田
消
防
署
の
主
催
で
行
っ
た

普
通
救
命
講
習
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
利
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
の

講
義
と
実
習
を
行
っ
た
。
参
加

者
は
、
実
際
の
現
場
を
想
定
し

た
実
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
訓
練
に
参
加
す

る
こ
と
で
防
災
意
識
を
高
め
る

と
共
に
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
を
肌
で

感
じ
、
万
一
の
事
態
に
備
え
て

も
ら
い
た
い
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

�
救
急
救
命
の
実
践
的
訓
練

▲
非
常
食
を
配
る
ス
タ
ッ
フ

法
学
部

○
学
術
講
演
会

テ
ー
マ

欧
州
統
合
と
フ
ラ
ン

ス
―
『
政
策
の
失
敗
』
に
よ

る
推
進
？

講
師

吉
田
徹
氏
（
北
海
道
大

学
准
教
授
）

司
会

土
倉
莞
爾
法
学
部
教
授

日
時

一
月
十
三
日（
火
）
十
六

時
二
十
分
〜
十
七
時
五
十
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

一
学
舎
二
号
館
Ｂ
一
〇
二
教

室
○
日
本
税
理
士
会
連
合
会
寄
附

講
座
「
租
税
法
と
私
法
」

テ
ー
マ

第
十
三
回

全
体
の

総
括

租
税
回
避
・
私
法
形

式
の
濫
用

講
師

村
井
正
名
誉
教
授
（
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

日
時

一
月
九
日
（
金
）
十
時

四
十
分
〜
十
二
時
十
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

一
学
舎
一
号
館
Ａ
四
〇
一
教

室文
学
部

○
学
術
講
演
会

テ
ー
マ

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
コ

社
会

講
師

行
本
正
雄
氏
（
中
部
大

学
工
学
部
教
授
）

日
時

一
月
十
三
日
（
火
）

十
三
時
〜
十
四
時
三
十
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第

二
学
舎
四
号
館
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー

ル
１００

※

講
演
に
先
立
っ
て
総
合
演

習
の
学
生
に
よ
る
環
境
に
関
す

る
発
表
が
十
二
時
二
十
分
か
ら

行
わ
れ
る
。

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
、

申
し
込
み
不
要

財
団
給
付
奨
学
金
と
は
、
企
業
や
篤
志
家
か

ら
の
寄
付
に
よ
る
基
金
を
運
営
し
た
奨
学
金

で
、
返
還
義
務
は
な
く
、「
学
業
・
人
物
と
も
に

優
秀
で
、
学
費
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

者
」
に
給
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
学
で
も
多
く
の
優
秀
な
学
生
が
財
団
給
付

奨
学
金
の
支
援
を
受
け
学
業
に
励
ん
で
い
る
。

来
年
度
の
募
集
の
詳
細
は
、
一
月
下
旬
に
配

付
予
定
の
『
民
間
奨
学
財
団
・
地
方
自
治
体
等

奨
学
金
の
案
内
』
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
募
集
は

春
季
の
年
一
回
（
大
学
院
生
は
別
途
公
募
）
と

な
る
の
で
、
出
願
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
願
い

た
い
。

学
生
諸
君
に
は
募
集
案
内
を
一
読
の
う
え
、

積
極
的
な
出
願
を
期
待
し
て
い
る
。

（
学
生
生
活
課
）

●
第
一
高
等
学
校
同
窓
会
、
創

立
６０
周
年
を
記
念
し
て
式
典

昨
年
十
二
月
七
日
、
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
親
和
館
に
お
い

て
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校

同
窓
会
創
立
六
十
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
、
三
百
五
十
人

を
超
え
る
出
席
者
が
あ
っ
た
。

当
日
は
、
現
役
お
よ
び
退
職
し

た
教
諭
に
よ
る
「
青
春
授
業
」

が
行
わ
れ
、
八
十
九
歳
の
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
長
谷
川
雅
樹

元
校
長
が
、
八
十
人
ほ
ど
の
同

窓
生
を
前
に
教
壇
に
立
っ
た
。

ま
た
、
正
門
横
に
六
十
周
年
を

記
念
し
て
植
樹
さ
れ
た
桜
の
木

も
披
露
さ
れ
た
。

○
社
会
学
部
教
授
大
和
礼
子

／
博
士（
人
間
科
学
）大
阪
大
学

「
生
涯
ケ
ア
ラ
ー
と
生
涯
家
計

支
持
者
の
誕
生
―
世
代
関
係
の

再
構
築
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

学
位
取
得
年
月
日
は
平
成
二
十

年
五
月
一
日

主な財団給付奨学金
（日本学生支援機構・関西大学奨学金・学部給付奨学金との併用も可能）

給付金額（返還義務なし）

年額２４０，０００円

月額８０，０００円

月額３５，０００円（自宅）
月額４５，０００円（自宅外）

月額３０，０００円

このほか毎年約３０の奨学財団から奨学金採用実績あり

※出願資格の詳細は募集案内を参照のこと

名 称
赤井奨学金

柳楽（なぎら）奨学金

久井奨学金

野田奨学金

植田奨励金

�財竹中育英会奨学金

�財日本証券
奨学財団奨学金

�財三菱UFJ信託
奨学財団奨学金

関西大学
独自の
奨学金

企業・団体
からの
奨学金

２月１日に淀川清掃

財財財財財財財財財財財財財財財財財財団団団団団団団団団団団団団団団団団団給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨学学学学学学学学学学学学学学学学学学金金金金金金金金金金金金金金金金金金

文化・学術活動等奨励金制度
��１月３０日まで受付中��

返還義務のない

防災週間

防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災
キキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ペペペペペペペペペペペペペペペペペペ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンン
をををををををををををををををををを
実実実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施施施

Media Creative Supporter

学
生
ス
タ
ッ
フ
ら

炊
出
し
な
ど
訓
練

メ
デ
ィ
ア
関
連

イ
ベ
ン
ト
な
ど

１
年
次
生
中
心

活
発
な
活
動

平成２１年（２００９年）１月８日第 ３５８ 号（３）



�
ー教育推進部設置の目的や概要を教えてください。�

安部　教育推進部が所管する業務は、従来は全学共通教育推進
機構や教学委員会が行っていました。これらを引き継いで発足した
のが教育推進部です。�
　本学ではこれまで、主として、専門基礎ならびに専門教育は学部
において、全学共通教育は全学共通教育推進機構において担って
きました。新しくスタートした教育推進部は全学共通教育の推進に
責任を持つとともに、教学に関係する問題についての全学的な調整、
ＦＤ（※1）活動や学生の免許・資格取得支援などを担当します。また、
授業支援や教育開発を展開することで学部や大学院の専門教育
をサポートしていく部署です。�
�
ーまさに、学部・大学院の教育を全面的にバックアップする組
織ですね。どのような体制で臨むのでしょうか。�

安部　まず、教育推進部の意思決定機関である教育推進委員会
があります。これは、担当副学長が兼任する教育推進部長や2人の
副部長、各学部の副学部長などによって構成される組織です。次に、
全学共通教育推進委員会、教育開発支援センター、教職支援セン
ターの3つの組織を置いています。全学共通教育推進委員会は全

学共通科目の編成や運営を、また、教育開発支援センターはＦＤ活動、
つまり教育内容や教育方法の改善をシステム的かつ継続的に担っ
ていく組織です。最後の教職支援センターは、教職を志望する学生
のサポートを行う部署です。これらを事務的にバックアップするのが
教務センターです。�
�
ー次に、教育推進部の進むべき方向性についてお聞かせくだ
さい。�

安部　教育推進部規程の第1条に部の目的を規定しています。す
なわち、全学的な教育に関する諸施策を協議・意思決定し、もって教
育の充実向上に資することを目的とすると書かれています。まさにこ
のとおりで、一言でいえば、関西大学の教育の充実向上を図ってい
くことが部のめざすべき方向です。�
�
ーそのような「教育の質的向上」をめざすために、どのような
方策を予定していますか。�

安部　近年、大学教育の質的な向上を継続的に図っていくことが
強く求められるようになりました。これに対応するために、教育改革を
推進する単位となるセンターや機構などを設置し、そこに専任教員を
配置する大学が増えてきています。本学もこうした動きをにらみながら、
今後、教育推進部に実務・実践活動をも担う専任教員を配置するこ
とにしています。さしあたり、今年4月にＦＤならびに共通教育を担当
する2人の教員を配置する予定です。�
�
ー本学の学びがより一層深くなるということですね。今後予定
されている具体的な取り組みにはどのようなものがありますか。

�
安部　教育内容の改善・向上のために多様な取り組みをやってい

きたいと思っています。専任教員も配置されますので、取り組みの内
容や質が飛躍的に前進すると考えています。とくにＦＤの分野がそう
です。これまでもＦＤ活動を行ってきましたが、専門的な視点からそれ
を総括し、次につなげていくという点では必ずしも十分とはいえませ
んでした。今後はこうしたこともできるようになります。�
　また、教材開発・改善の支援や、教育環境改善のための調査研究、
大学教育に関する学内外の情報や資料の収集・分析、それらの調
査研究成果の発信などを推進していきたいと考えています。�
　具体的な取り組みの一例ですが、昨年12月8日には教育開発支
援センターそのものを検証・検討するフォーラムが開催されましたし、
教育支援のためのＴＡ（※2）・ＳＡ（※3）制度を再構築するためのプロ
ジェクトも着手されました。�
�
ーでは、学生にはどのようなメリットがあるのでしょうか。�

安部　教育推進部の諸活動が成果を上げることができるようになれ
ば、それは教育内容の向上ということにつながりますから、学生には
大きなプラスになります。また、例えば、教職志望の学生に対しては、
いままで以上に充実したサポートが行えるようになります。ＴＡ・ＳＡの
資質も向上させるなど、学生の学修効果をより高めていくことができ
るようになると考えています。�

　教育推進部�

「教育の質的向上を図る」�
　教育推進部�

「教育の質的向上を図る」�

�
ーまずはじめに、研究推進部の目的についてお話しください。

�
越智　研究推進部の最も大きな使命は、本学における研究の充実
向上を図るための研究推進戦略や諸施策を、全学的な視野から協
議し、迅速な意思決定を行うことです。�
�
ー部内の組織はどのような構成になっていますか。�

越智　研究推進部は、全体を総括する部長とそれを補佐する副部
長１人、それに事務組織である研究支援センターの三者によって構
成されています。部長は、研究推進担当の副学長が務めることになっ
ています。�
�この研究推進部の中枢的な機能を担うのが研究推進委員会です。
この委員会では、大学としての研究推進戦略をはじめ、外部の競争
的資金の獲得支援、研究支援体制の充実、研究倫理や研究成果
のあり方、研究費の適正使用に関することなど、研究に関して全学
に共通する事項全般を協議・意思決定します。�
�さらに、この委員会のもとには、学内の競争的研究費の審査や研
究成果の評価を任務とする学内研究費審査・評価部会と、外部の
大型研究プロジェクトなどの申請支援や研究成果のあり方を評価す
る外部資金審査・評価部会という２つの専門部会を置いています。
いずれの部会も、全学から選ばれた委員で構成されており、研究推
進委員会の両輪として、重要な機能を果たしています。�
�
ー本学の研究者が遵守すべき倫理規準を示した「関西大学研
究倫理規準」（平成19年１月10日制定）が施行されたことも記
憶に新しい取り組みですね。次に、どのような方向をめざして
いるのか、そのビジョンを教えてください。�

越智　第一に、本学における「研究推進戦略」を明確に打ち出し、
その実現のためのさまざまな取り組みと支援策について、学内外に
発信していきたいと考えます。第二に、国の科学技術基本計画や社
会における研究ニーズの動向にも常に目を向けながら、研究分野ご

とに研究グループの形成を支援する役割を強めていくこと。第三に、
研究環境の整備に着手していくことも重要な課題だと考えています。
研究推進施策をトータルに、かつ戦略的に組み立てて実行に移して
いくことが、今後の研究推進部に求められている役割だと感じてい
ます。�
�
ー特に注力される、今後の具体的な取り組みはどのようなも
のですか。�

越智　大学間競争が激化する今日、外部の競争的資金の獲得状
況は、大学の研究力を示す指針のひとつとして、ますます重要視さ
れています。研究推進部では、こうした情勢を踏まえ、大型の外部資
金獲得を促進するための組織的なバックアップに、さらに力を入れて
いかなければと思っています。たとえば、これから申請しようとする研
究課題ないし研究分野に対して、即座に専門的な知識を結集した
専門部会を設置し、学内選考をはじめ、さまざまな検討会を重ねて
内容をブラッシュアップして、申請内容の質を高める手助けを行うつ
もりです。本学では、これまでにもこうした取り組みによって、グローバ
ルＣＯＥプログラムをはじめ大型の研究プロジェクトがいくつも採択さ
れていますが、今後はより一層、組織的な取り組みを行っていくことに
なります。�

�
－組織的な取り組みにより、外部の競争的資金の採択件数が
飛躍的に伸びることを期待します。では、大学の教育・研究へ
の効果を教えてください。�

越智　全学の意向を反映した研究戦略や研究支援政策を迅速
に確立できることです。そのポイントは、研究推進部の中枢、研究推
進委員会の機能にあります。この委員会は、全学の副学部長および
副機構長等によって構成されています。つまり、メンバー自体が各学
部の執行部メンバーでもあるため、各教授会や関係機関の意向を
反映した立案が可能です。また、すべての議案を全学的な観点で
迅速に調整でき、結果として大学全体としての合意形成が迅速に
行えると考えています。�
�
ーそれでは、学生へのメッセージをお願いします。�

越智　平成20年9月に公表された『KU Vision 2008－2017～学校
法人関西大学の長期ビジョン（将来像）～』でも示されているとおり、
教育と研究は「知の循環」システムとして、互いに刺激を与え合う関
係にあります。我々大学の教員は、教育者であると同時に、真理を
探求する研究者でもあります。つまり、専門分野において創造性に
富んだ先端的研究に従事し、そこから得た研究成果、新たな知見、
新しい技術などを学生諸君に引き継いでいくという使命をもっていま
す。ですから、大学全体の研究水準を向上させるという研究推進
部の取り組みは、学生であるみなさんにより高度で質の高い教育を
提供していく上で、なくてはならない働きであると言えます。�

　 社会連携部�

「本学の知的資源の実社会への還元と有効活用を実現」�
　 社会連携部�

「本学の知的資源の実社会への還元と有効活用を実現」�

�
ー続いて、社会連携部設置の目的や概要を教えてください。�

越智　社会連携部は、多様な社会連携事業を強力に推進するこ
とで、広い意味での社会貢献を行うことを目的としています。いうまで
もなく、人材育成や学術研究を通して我が国の発展に寄与すると
いうこと自体が、大学の最も重要な「社会貢献」です。しかし、大学
はいま地域コミュニティーや福祉・環境問題等といった、さらに広い
意味での社会発展への直接的貢献も求められていますので、社会
連携部は、本学の知的資源を実社会の発展に役立つよう還元す
ることをめざして活動していきます。�
�
ー部内の組織はどのようになっていますか。�

越智　今回の改編で、社会連携部は、「産学官連携センター」「知
財センター」「地域連携センター」および「高大連携センター」の4セ
ンター構成となりました。各センターに運営委員会を置き、さらに4セ
ンターのとりまとめと意思決定のための機関として、社会連携部に社
会連携委員会を置いています。社会連携委員会は、全学の副学
部長および副機構長等によって構成されており、全学の意向を反
映した迅速な意思決定と全学的な連携事業の推進ができる構成
となっています。�
�
ー新しく組織された社会連携部ではどのようなビジョンのも
とで活動するのでしょうか。�

越智　これまでの社会連携推進本部における産学官連携や知的

財産というと、やや理工系的な色彩が強かったのですが、今回の社
会連携部は、全学的な協議・意思決定機関としての社会連携委員
会を置くことで、広く人文・社会科学系のアプローチも可能となるよう
に組織設計をしています。このことで、文理という垣根を越えた、総
合大学としての知的資産をフル活用して、「文理融合型」の社会貢
献をめざそうと考えています。�
�
ーこれまでの組織とは一味違った特色を出されるということ
ですね。では、具体的にはどういった動きが見られるのでしょ
うか。�

越智　関西大学は、これまでにさまざまな社会連携事業を推進して
きました。その事業推進の基盤となったのが、本学が有していた多
様なネットワークでした。本学と他の大学、本学と自治体や教育委員
会あるいは企業、地域、住民、学校・生徒等とのさまざまなネットワーク
が形成されており、本学の知的資産として蓄積されています。これら
のネットワークをさらに有機的に結合・再編成し、本学の内部リソース
（知的資産）のさらなる有効活用を学内外でプロデュースするのが
社会連携部の任務と考えています。�
　具体的には、企業や業界団体からの寄付によるセミナーやシンポ
ジウムの企画・立案、学生や教員向けの知的財産セミナーなどの開
設など、多くの活動が考えられます。�
�
ー学生の活動に対しての支援策がますます充実しそうですね。�

越智　たとえば、高大連携センターの学校インターンシップは、当初
は文学部と小中高校とで試行的に実施していた教育プログラムで
したが、やがて全学的な取り組みになり、現在では全学共通科目になっ

ています。地域連携センターの天神橋筋商店街との連携は、社会
学部のゼミから始まり、その活動は現在では地域コミュニティに欠か
せない存在にまで発展しています。また、本学学生ボランティアによ
る明日香村の花桃の植樹はすでに3年を迎えています。�
　大学との連携では、包括連携協定の締結により、平成20年度か
らの早稲田大とのスポーツ交流事業や、平成21年度からの本学と
早稲田大との相互の短期留学制度の実施が検討されています。ま
た大阪市立大学や大阪府立大学とは、図書館の相互利用なども
進行しています。�
　このように、広く社会との連携のなかから、みなさんに身近な教育
プログラムや諸制度もたくさん生まれつつありますので、社会連携部
の連携事業やプログラムに注目していただきたいと思っています。�

�
ーまずはじめに、国際部の目的についてお話しください。�

カイト　本学の理念には「学の実化（じつげ）」が謳われ、そのスロー
ガンには「国際的精神の涵養」「外国語学習の必要」が２つの大き
な柱として挙げられています。これまでも「国際化の促進」が教育目
標の一つとして進められてきましたが、本年4月から新たに教員４人
が国際部に配属となり、これまでにない体制でキャンパスを国際化し、
みなさんの支援をすることになりました。�
�
ー学生を支援するうえで、国際部内の枠
組みを教えていただけますか。�

カイト　国際部は、大きく２つの部門に分か
れています。それは、国際教育と国際研究・協
力です。�
　前者の国際教育部門には「国際教育セン
ター」を設置し、海外からの留学生を対象に、
日本語・日本研究に関する教育を行います。
本学に在籍する留学生は、昨年11月現在で
506人います。そのうち1学期または２学期間
在籍する交換留学生は約70人です。またこ
のセンターでは、海外留学をめざす本学の学
生のために、事前・事後教育なども行います。
より多くの学生が海外に留学できるよう５種類
の派遣制度を設けています。現在海外に留
学している学生数は、個人留学を含めると、目
標である「1,000人派遣」（1年間に1,000人の
学生を派遣する）に近づいています。�
　また、後者の国際研究・協力部門には「関西大学日本・EU研究セ
ンター」があります。このセンターは、関西大学120周年記念事業とし
て、2006年11月にベルギー王国のルーヴェン・カトリック大学に設置さ
れました。その目的は、日本研究およびEU研究を目的とする共同研究、
学術交流の推進と日本文化を紹介することです。関西大学は、この
センターの活動以外にも「The EUIJ(EU Institute in Japan)Kansai」と

いうEUを発信するプロジェクトに協力し、本年4月から、共同シンポ、
セミナーなどに参加します。国際研究に関しては、これまで同様に世
界中から多くの研究者を受け入れるとともに、世界中に研究者を派
遣し、国際シンポジウムなどの助成も行っていきます。�
�
ーそれでは、国際部の将来ビジョンについてはいかがですか。�

カイト　これまでの目標は国際交流を促進すること、つまり「協定校
50校、派遣留学生1,000人、受入留学生
500人にすること」でした。しかし、交流して
何が起こっているのか、なぜ交流するかに
ついては、あまり注目してきませんでした。こ
れらの３つの数値目標はほぼ達成できまし
たが、これからは、なぜ交流するのか、交流
することで何が起こるかを考＿え行動＿すること
をめざします。例えば、教員によるアドバイス、
学生との交流を深める活動の企画、留学に
関する科目開講などで、意義のある国際化
を進める展開を試みます。学生や研究者が
異文化と交わることで生まれるもの（質）に
注目し、さらにそれを受けるべく新たな拡大
をめざす数値目標（量）も近い将来提示し
ます。�
�
ー「考え行動する」という言葉は、昨年の
秋に『KU　Vision 2008-2017～学
校法人関西大学の長期ビジョン（将来像）
～』で謳われた「考動する関大人」と共
通していると思いますが、国際部の中で

は、「考動する」ということを具体的に表現するとどういうこと
になりますか。�

カイト　これまでの企画運営は国際部の視点で行ってきました。こ
れからは、学生や研究者の視点で、「センター」や「部」を越えた横と
の連携を軸とした国際展開を試みます。キャンパスを見回すと、国際

部の活動以外に多くの国際化が試みられています。海外の大学や
機関との協定も多数あり、共同研究・シンポジウムなども頻繁に開催
されています。キャンパスを今一度視点を変えて見直し、各関連部
署と連携し、国際活動を推進したいと考えています。�
�
ー国際活動の新たな展開はどうお考えですか。�

カイト　国際部の設立に伴って国際協力・国際貢献・国際ボランティ
アなど新たな取り組みをすることとなりました。これまでの国際研究を
さらに活性化するための環境を整備するとともに、国際協力の分野
で活躍している人を新任教員として迎え、国際的に活躍できる人材
教育の充実をめざします。�
�
ー最後に、学生へのメッセージをお願いします。�

カイト　みなさんは留学の機会はごく限られた学生に与えられるも
のと思っていませんか。「日本で一生暮らすから」「外国語が話せな
いから」海外に出る必要はないと思っているかもしれません。しかし
私たちは、だからこそ海を渡ることに意義があると思っています。今
や海外からの物なしでは私たちの生活は成り立ちません。「日本を
出て、外から日本を視る」機会を持つことが必要な時代なのです。
私たちは、関西大学の学生は在学中一度は日本を離れなければな
らない、つまり「離れる義務がある」とまで考えています。この交わりは、
書物、インターネットやさまざまな媒体でもできます。自分の選んだ専
門領域を学習することの多くは「外と交わること」です。書物との交
わりに加え、実際に外国に行ってみようとか留学生との活動に参加
したいと思う人は、ぜひ国際部をのぞいてみてください。�

副学長・教育推進部長�

安部　誠治�
［商学部教授］�

 副学長・国際部長�

 カイト　由利子�
［外国語教育研究機構教授］�

　　　　　　　　　　　　　 国際部�

「国際交流から国際考動へ」�
　　　　　　　　　　　　　 国際部 �

「国際交流から国際考動へ」�

※1 FD＝ファカルティ・ディベロップメント（教員の資質開発）　※2 TA＝ティーチングアシスタント（授業の補助をする大学院生）　※3 SA＝ステューデントアシスタント（授業の補助をする学部生）�

副学長・研究推進部長�
社会連携部長�

越智　光一�
［化学生命工学部教授］�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   研究推進部研究推進部�

「総合的な研究推進戦略のもとに迅速な意思決定を実現」�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   研究推進部�

「総合的な研究推進戦略のもとに迅速な意思決定を実現」�

本紙第356号にて既報のとおり、一昨年9月から1年余りに及ぶ論議と検討を経て、昨年10月に新しい教学体制がスタートし、「教育推進部」「研究推進部」「社会連携部」「国際部」の4つの部が新設された。�

この教学体制の改編は、本学が教育、研究、社会貢献、国際の各分野において、適切な合意形成に基づいて、大学全体としての方針や政策、また総合的判断を行い、�

各分野の専門性を活かした戦略的な教学運営を可能とする体制を構築することを目的としている。本特集では、この新しい体制の概要、「部」という組織は何を目的としているのか、�

また学生にとって、本学での「学び」はどのように変わるのかを、各部長を兼ねている副学長３人に自由に語ってもらった。�

担当副学長�
に聞く�
担当副学長�
に聞く�
担当副学長�
に聞く�

聞き手：広報委員会�

（４）平成２１年（２００９年）１月８日第 ３５８ 号（５）
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ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
と
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
社
会

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。

本
学
で
も
こ
の
有
用
性
に
着
目

し
、
学
生
と
教
職
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

秋
学
期
か
ら
「
関
西
大
学
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
こ
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
は
、
安
全
・
安
心
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
実
名
お
よ
び
学
籍
番
号

の
登
録
制
を
採
る
な
ど
、
商
用
サ
イ

ト
と
は
違
っ
た
運
営
を
行
っ
て
い
る

の
で
安
心
し
て
利
用
し
て
ほ
し
い
。

現
在
、
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ー
ン
で
活
用
さ
れ
て
い

る
。授

業
や
ゼ
ミ
・

研
究
室
で
の
利
用

グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
や
課
題

作
成
、
学
生
間
お
よ
び
教
員
へ

の
質
問
手
段
、教
員
の
研
究
活
動

に
お
け
る
討
論
の
場
。

課
外
活
動
で
の
利
用

文
部
科
学
省
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ

に
採
択
さ
れ
た
ピ
ア
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
、
学
生
ス
タ
ッ

フ
間
の
交
流
や
学
内
へ
の
活
動

発
信
手
段
と
し
て
。
学
園
祭
の

イ
ベ
ン
ト
の
告
知
。

日
常
生
活
で
の
交
流

趣
味
や
嗜
好
を
テ
ー
マ
と
す

る
も
の
。
例
え
ば
、
情
報
機
器

の
愛
好
者
が
集
い
、
活
用
事
例

紹
介
や
最
新
情
報
交
換
な
ど
。

ア
ク
セ
ス
件
数

月
間
５
万
件
以
上

サ
ー
ビ
ス
開
始
以
来
、
既
に

七
百
八
十
人
を
超
え
る
学
生
が

登
録
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
五

十
件
作
成
さ
れ
て
い
る
（
昨
年

十
二
月
二
十
日
現
在
）。
サ
イ
ト

へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
月
間
平

均
五
万
件
以
上
で
、
活
発
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的
に
は

本
学
学
生
や
教
職
員
以
外
の
利

用
も
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
に
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
で
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
持
つ
学
生
と
教
職
員

は
い
つ
で
も
登
録
で
き
る
の

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
イ
ト
（https�
��sn
s.itc.k

an
sai�
u
.

ac.jp�

）
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
ほ

し
い
。
（
シ
ス
テ
ム
管
理
課
）

私
は
授
業
を
通
じ
て
関
西
大
学
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
知
り
ま
し

た
。使
用
方
法
は
想
像
し
て
い
た
ほ
ど
難
し
く
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
の
苦
手
な
私
で
も
気
軽
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

授
業
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
際
、
同
じ

グ
ル
ー
プ
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
、
調
査
し
た
こ

と
等
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
掲
載
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で
や
り
と
り

し
て
い
ま
す
。
私
が
参
加
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
非

公
開
で
、
先
生
と
メ
ン
バ
ー
以
外
の
人
は
閲
覧
で
き
な
い

た
め
、
安
心
し
て
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

先
生
に
直
接
お
会
い
し
な
く
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
質
問

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
利
便
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

奥
村
麻
里
子
（
政
策
一
）

Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
関
西
大
学
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
知
り
ま
し
た
。
ア
バ
タ
ー
が
充
実
し
て
い
る
点
な

ど
が
他
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
な
い
魅
力
的
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。僕

は
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
て
い
る

の
で
す
が
、
機
器
に
エ
ラ
ー
が
あ
っ
た
際
に
メ
ー
カ
ー
の

サ
イ
ト
で
は
な
く
、
関
大
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
掲
示
板
で
ト
ラ
ブ
ル

に
関
す
る
情
報
を
見
つ
け
、
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
情
報
な
ど
は
、
オ
フ
ラ
イ
ン

（
実
際
の
立
ち
話
）
よ
り
も
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ネ
ッ
ト
上
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
で
入
手
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
に

ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
の
で
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ま
す
。

参
加
者
数
が
少
な
い
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
関
大
生
が

登
録
し
て
も
ら
え
る
と
得
ら
れ
る
情
報
も
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

廣
畑

孝
師
（
経
四
）

学
生
・
教
職
員
へ
の
お
知
ら

せ
、
個
人
伝
言
、
教
務
情
報
な

ど
、
大
学
生
活
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
の
窓
口
で
あ
る
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が

来
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

る
。
デ
ザ
イ
ン
が
一
新
さ
れ
る

ほ
か
、
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能
が
改

善
さ
れ
、
お
知
ら
せ
や
行
事
予

定
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
。
ま

た
、
教
職
員
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充
さ
れ
、
情

報
共
有
や
発
信
機
能
が
向
上
す

る
な
ど
、
大
学
お
よ
び
併
設
校

で
の
情
報
活
用
基
盤
の
発
展
に

資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

ロ
グ
イ
ン
す
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
。
詳
細
は
、
追
っ
て
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で

案
内
す
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
二
年
次
生
の
中
に
は
、
就
職
・
進

路
な
ど
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
本
格
的
な
就
職
活
動
を
控
え
て
い

る
三
年
次
生
で
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
し

ょ
う
。

み
な
さ
ん
が
就
職
・
進
路
を
考
え
る
う

え
で
、
資
格
や
国
家
試
験
に
挑
戦
す
る
と

い
う
こ
と
も
そ
の
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

「
国
家
試
験
に
挑
戦
し
よ
う
�
」
と
、
学

び
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
時
に
、
み
な

さ
ん
の
身
近
な
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
資
格
取

得
や
国
家
試
験
の
対
策
講
座
を
多
数
開
講

し
て
い
る
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
と
い
う
専
門
機
関
が
あ
る
の
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
十
一

年
度
前
期
か
ら
開
講
す
る
講
座
の
受
付
が

一
月
八
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

※
一
部
例
外
の
講
座
が
あ
り
ま
す
の
で

左
表
を
参
照
の
こ
と

開講場所

天六
キャンパス

千里山
キャンパス

天六
キャンパス

千里山
キャンパス

開講期間

４月１８日～７月２５日

５月２１日～６月２５日
４月１８日～１２月２４日
４月２０日～８月２７日

４月３０日～平成２２年３月２９日
４月３０日～平成２２年３月２９日
４月２０日～平成２２年５月２６日
４月２７日～平成２２年４月１４日
５月８日～平成２２年３月２７日

５月１４日～１０月１５日
４月８日～５月２２日
５月２３日～６月２０日

４月２５日～平成２２年４月１９日
４月２０日～６月１３日
６月２５日～１１月１４日
４月２７日～１０月３０日
４月２０日～１０月１日
６月４日～８月１０日
９月７日～１０月１日
４月１４日～９月２９日
４月２３日～１０月８日
６月９日～１２月８日
４月２１日～１２月４日
５月２６日～１１月２７日

５月２２日～平成２２年２月１９日

講座・コース名
前期７５０点目標クラス
前期６５０点目標クラス

パソコン検定４級コース１組
主要５科目コース

経済原論
技術系対策講座
土木職対策講座

法律職・経済職・行政職
基礎コースＡ
基礎コースＢ

実践答案練習コース１ｓｔステップ
適性試験クイックチャージコース
適性試験ファイナル模試コース

司法書士対策講座
３級対策コース１組
２級対策コース１組

行政書士対策講座
国内・総合コース

総合コース（国内科目免除者）

通関士講座
宅地建物取引主任者講座

ファイナンシャル・プランナー講座（ＡＦＰ＋２級ＦＰ技能士）
１・２・３級対策コース

弁理士講座
マスコミ試験対策講座

TOEIC�テスト対策コース

国�・地方上級
対策講座

国�対策講座

法科大学院入試
対策講座

簿記検定講座

総合旅行業務取扱管理者講座

色彩検定講座

英語講座

情報処理講座

公務員講座

司法講座

会計職講座群

開講場所

千里山
キャンパス

開講期間
５月２８日～７月９日
７月２９日～８月６日
５月１３日～９月４日

講座・コース名
ビギナー１組
ビギナー２組
初級コース

TOEIC�テスト対策コース

心理職対策講座

英語講座

公務員講座

取扱時間

１３：３０～２０：００

１０：３０～２１：００※

１０：００～１６：００

※１月８日（木）受付開始の講座は、１２：１０から受け付けます。１月１５日（木）～１月３０日（金）の期間は
取扱時間が１８：００までに変更となります。

受付期間

１月８日（木）～随時【日祝を除く】

１月８日（木）～随時【日祝を除く】

１月８日（木）～随時【土日祝を除く】

受付場所

エクステンション・リードセンター事務室

エクステンション・リードセンター
千里山キャンパス事務室

高槻キャンパスオフィス
（総合情報学部生に限る）

キャンパス

天六

千里山

高槻

～資格・国家試験への挑戦をサポートします～

受講申込受付場所・期間・取扱時間

新新
しし
いい
ササ
ーー
ビビ
スス
でで
広広
がが
るる
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
テテ
ィィ

新規登録受付中�
https���sns.itc.kansai�u.ac.jp�

１月８日から受付開始�

（各講座・コースの詳細は学内随所に配架している講座案内を参照してください。）

来
年
度
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
一
新

１月８日（木） １２：１０～受付開始

４月１５日（水） １２：１０～受付開始

平成２１年度 前期開講講座の概要 前期開講講座平 成
２１年度

利用者の声

（６）平成２１年（２００９年）１月８日第 ３５８ 号
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受
　
　
賞

受
　
　
賞�

受
　
　
賞�

岩
田
投
手
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

来
期
に
向
け

決
意
新
た
に

新刊の新刊の�新刊の�

逆
転
で
立
命
館
破
る

昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
関
西
大
学
ア
イ
ス

ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
た
関
西
学
生
リ
ー
グ
戦
に

お
い
て
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
二
年
ぶ
り
十
七

回
目
の
優
勝
を
達
成
し
た
。

九
月
に
開
幕
し
た
予
選
リ
ー
グ
は
、
初
戦
の

桃
山
学
院
に
快
勝
。
そ
の
後
、
立
命
館
、
関
学

と
優
勝
を
争
う
ラ
イ
バ
ル
対
決
を
制
し
、
七
戦

全
勝
（
一
位
）
で
予
選
を
通
過
し
た
。

四
チ
ー
ム
で
争
う
決
勝
リ
ー
グ
は
十
一
月
十

二
日
に
始
ま
り
、
ま
ず
同
志
社（
四
位
）
と
対

戦
。４
―
２
で
勝
ち
、
続
く
関
学（
三
位
）に
も
６

―
１
で
圧
勝
。
最
終
戦
の
立
命
館
と
の
全
勝
対

決
が
文
字
通
り
の
優
勝
決
定
戦
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
応
援
バ

ス
が
運
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
祝
日
の
夜
間

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
応
援

席
は
関
大
生
約
五
百
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

こ
の
大
声
援
に
乗
っ
て
、
第
１
Ｐ
（
ピ
リ
オ

ド
）
に
関
大
が
先
制
し
た
。
そ
の
後
、
一
進
一

退
の
状
況
が
続
き
、
第
３
Ｐ
に
は
２
―
３
と
リ

ー
ド
さ
れ
る
場
面
が
あ
っ
た
が
、
あ
わ
て
な
い

と
こ
ろ
が
今
年
の
関
大
の
特
徴
で
あ
る
。
立
命

館
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
続
出
し
て
、
人
数
面
で
有

利
な
状
況
の
中
、
十
四
分
に
同
点
ゴ
ー
ル
。
ま

た
二
分
後
の
十
六
分
に
は
逆
転
ゴ
ー
ル
を
決
め

４
―
３
と
逆
転
。
最
後
は
全
員
で
こ
の
１
点
を

守
り
き
り
、
見
事
な
優
勝
を
飾
っ
た
。
一
月
に

青
森
県
八
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
日
本
学
生
氷
上

競
技
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
で
は
昨
年
（
ベ

ス
ト
８
）
以
上
の
成
績
を
期
待
し
た
い
。

○
�
法
部
が
全
日
本
学
生
選
手
権

大
会
で
男
女
と
も
に
連
覇
達
成

�
法
部
が
、
第
五
十
三
回
全
日
本
学
生
選
手

権
大
会
（
第
三
回
全
日
本
女
子
学
生
�
法
選
手

権
大
会
・
昨
年
十
一
月
三
十
日
、
大
阪
府
立
体

育
会
館
）
に
お
い
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

男
女
と
も
に
団
体
優
勝
を
果
た
し
、
連
覇
を
成

し
遂
げ
た
。

○
織
田
信
成
さ
ん
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
優
勝

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の
織
田
信
成
さ
ん
（
文

四
）
が
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
グ
ラ
ン
プ

リ
シ
リ
ー
ズ
第
六
戦
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
（
昨
年
十
一

月
二
十
八
日
〜
十
一
月
三
十
日
、
東
京
都
）
で

３
年
ぶ
り
に
優
勝
し
た
。

（
写
真
提
供
�
関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

関
西
大
学
に
は
、
強
豪
ぞ
ろ
い
の
体
育
会
、
多

彩
な
活
動
を
行
う
文
化
会
、
社
会
的
な
関
心
事
に

応
え
る
学
術
研
究
会
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
単
独
パ
ー
ト
な
ど
、
同
好
会
を
含
め
る

と
三
百
を
超
え
る
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
が
活
動
し

て
い
る
。

な
か
で
も
、
学
園
祭
が
終
わ
っ
た
秋
か
ら
年
末

に
か
け
て
は
、
文
化
会
各
部
の
活
動
が
最
も
活
発

な
時
期
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
れ
ま
で
の
練
習

や
鍛
錬
の
成
果
を
披
露
す
べ
く
、
公
演
や
展
示
会

を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
か
ら
い

く
つ
か
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
み
た
。

果敢に攻撃を仕掛ける
関大カイザース 落語大学

「KU Wednesday ２００８」
（１１月２６日、ＫＵシンフ
ォニーホール）に出演中
の落語大学学長・関大亭
茜丸さん

書道部１２月１３、１４の両日、吹田
メイシアターで開催された
「第８８回書展」

よ
ろ
づ

ゑ

ま
き

劇
団
万
絵
巻

劇
団
万
絵
巻
は
、
十
五
年
の

歴
史
を
誇
る
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

の
演
劇
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
先

月
十
二
日
、「
二
〇
〇
八
年
度
卒

業
公
演
」
が
高
槻
市
総
合
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
の
で
、
取
材
に

訪
れ
た
。

演
目
は
「
爆
裂
ガ
ー
ル

�
」、
爆
裂
学
園
で
の
生
徒
同
士

の
争
い
を
描
い
た
も
の
だ
。
テ

ー
マ
は
「
パ
ワ
フ
ル
、
ハ
イ

テ
ン
シ
ョ
ン
」、
出
て
く
る
役

者
が
常
に
走
り
ま
わ
っ
て
い

る
光
景
は
、
迫
力
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
恋
愛
シ
ー
ン
や
笑
わ
せ

て
く
れ
る
場
面
、
友
情
の
大

切
さ
を
訴
え
か
け
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
非
常
に
メ
リ
ハ
リ

が
利
い
て
い
た
。

し
か
し
、
本
番
で
の
成
功

は
並
大
抵
の
努
力
で
は
か
な
わ

な
い
。
そ
こ
に
は
稽
古
か
ら
熱

の
こ
も
っ
た
演
技
を
す
る
姿
が

あ
り
、
そ
の
裏
に
は
劇
団
員
全

員
の
「
観
客
に
楽
し
ん
で
ほ
し

い
、
演
劇
を
も
っ
と
身
近
な
も

の
に
」
と
い
う
想
い
が
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
は
先
輩
か
ら
後

輩
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
も

の
な
の
だ
。

卒
業
公
演
を
前
に
四
年
次
生

は
「
す
べ
て
を
出
し
切
り
た

い
」
と
語
っ
た
。
終
了
後
の
彼

ら
の
笑
顔
が
四
年
間
の
充
実
ぶ

り
を
物
語
っ
て
い
た
。

（
総
合
情
報
学
部
一
年
次
生
・

菅
原
直
亮
）

交
響
楽
団

関
西
大
学
交
響
楽
団
は
、
百

人
を
超
え
る
大
規
模
な
団
体

で
、
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
は
夏

の
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
冬
の

定
期
演
奏
会
の
年
二
回
の
演
奏

会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

昨
年
も
、十
二
月
十
二
日
、
第
六

十
回
の
定
期
演
奏
会
が
吹
田
メ

イ
シ
ア
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

と
て
も
強
弱
の
あ
る
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
演
奏
で
、
指
揮
者
を
は

じ
め
各
楽
器
を
弾
い
て
い
る
団

員
ま
で
も
が
、
音
と
一
体
と
な

っ
て
演
奏
し
て
い
る
の
が
、
み

て
と
れ
た
。
メ
イ
ン
曲
で
あ
る

「
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
交
響
曲
第
二

番
」
で
は
、
ラ
ス
ト
に
向
か
っ

て
の
盛
り
上
が
り
が
凄
ま
じ

く
、
フ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
に
ホ
ー
ル
の
底
が
沸
騰
す
る

か
の
よ
う
で
、
私
は
叩
き
の
め

さ
れ
た
感
覚
に
な
っ
た
。

一
つ
一
つ
の
楽
器
の
音
が
集

ま
れ
ば
、
物
凄
い
迫
力
に
な

り
、
そ
こ
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

聞
く
楽
し
さ
と
団
と
し
て
の
結

束
が
感
じ
ら
れ
た
。
会
場
は
、

大
勢
の
観
衆
の
な
り
や
ま
ぬ
拍

手
で
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
。

（
政
策
創
造
学
部
二
年
次
生
・

上
窪
太
貴
）

公演を前に稽古を繰り返す団員たち

吹田メイシアターでの演奏会

昨
年
十
二
月
一
日
、
大
阪
市

西
心
斎
橋
に
「
関
西
大
学
心
斎

橋
オ
フ
ィ
ス
」
を
開
設
し
た
。

心
斎
橋
オ
フ
ィ
ス
の
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
�
入
試
情
報
を
含

む
本
学
の
情
報
発
信
拠
点
お
よ

び
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
設
に
向

け
た
広
報
活
動
拠
点
、
�
社
会

・
地
域
連
携
等
の
活

動
拠
点
、�
大
阪（
な

に
わ
）
文
化
の
伝
承

・
研
究
・
情
報
発
信

拠
点
、
	
課
外
活
動

等
の
取
組
・
発
表
拠

点
、


若
者
文
化
の

創
造
・
研
究
・
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
活

用
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

建
物
は
三
階
建
て
、
一
階
フ

ロ
ア
に
は
、
入
試
情
報
の
発
信

拠
点
と
し
て
資
料
配
布
コ
ー
ナ

ー
等
が
あ
り
、
二
階
フ
ロ
ア
は

約
百
人
の
講
演
会
・
研
究
発
表

が
実
施
で
き
る
会
場
、
三
階
フ

ロ
ア
は
、
研
究
施
設
、
小
会
議

場
と
な
っ
て
い
る
。
利
用
希
望

者
は
心
斎
橋
オ
フ
ィ
ス
ま
で
。

（
０６
―

４
７
０
４
―

３
８
５
１
）

開
室
時
間

十
三
時
〜
二
十
時

閉
室
日

水
・
日
曜
日
、祝
日
、

大
学
の
休
日

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

昨
年
十
月
二
十
一
日
〜
二
十

四
日
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
た「
釜

山
国
際
広
告
祭
」
に
お
い
て
、

社
会
学
部
の
植
條
則
夫
名
誉
教

授
の
ゼ
ミ
生
チ
ー
ム
が
、
ヤ
ン

グ
ス
タ
ー
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
。
今
回
初
め
て
開
催

さ
れ
た
こ
の
広
告
祭
は
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
部
門
や
ア
マ

チ
ュ
ア
部
門
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
二
十
九
カ

国
か
ら
三
千
点
を
越
え
る
広
告

作
品
が
出
品
さ
れ
た
。

学
生
を
対
象
と
し
た
ヤ
ン
グ

ス
タ
ー
部
門
は
、
他
の
部
門
と

は
異
な
り
現
地
で
課
題
が
発
表

さ
れ
、
開
催
期
間
中
に
制
作
・

出
品
し
審
査
さ
れ
る
も
の
で
、

課
題
は
、
自
殺
防
止
を
テ
ー
マ

に
し
た
公
共
広
告
作
品
の
企
画

書
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
の
絵
コ
ン
テ
を
作
成
す
る

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
学
生

ら
約
五
十
人
が
参
加
し
、
日
本

か
ら
は
本
学
を
は
じ
め
一
橋
大

学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
日
本
大

学
、
武
蔵
野
美
術
大
学
な
ど
が

参
加
。
そ
の
中
か
ら
、
社
会
学

部
三
年
次
生
で
植
條
ゼ
ミ
生
で

あ
る
中
森
大
地
さ
ん
、
早
島
奈

穂
さ
ん
、
廣
石
彩
さ
ん
の
チ
ー

ム
が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い

た
。
受
賞
者
の
三
人
は
、「
か
な

り
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か
る
戦

い
で
し
た
が
、
楽
し
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
っ

て
い
た
。

（
社
会
学
部
）

○
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構

◆
平
成
二
十
年
度
優
秀
学
生
顕

彰
事
業

ス
ポ
ー
ツ
活
動

優
秀
賞

文
学
部
四
年
次
生

浦
部

紀
衣

（
平
成
二
十
年
十
二
月
十
三
日
）

長
澤
規
矩
也
（
一
九
〇
二
―

一
九
八
〇
）
は
、
戯
曲
や
小
説

等
中
国
文
学
の
研
究
者
で
あ

り
、
和
漢
古
書
の
書
誌
学
者
と

し
て
有
名
で
あ
る
が
、
身
近
な

江
戸
の
地
誌
研
究
や
、
戦
後
の

漢
文
教
育
を
憂
え
て
漢
文
学
習

指
導
書
を
著
し
た
り
、
字
義
よ

り
字
形
で
配
列
し
た
漢
和
辞
典

を
編
集
す
る
な
ど
、
多
才
な
人

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
術
的

価
値
の
あ
る
資
料
を
、
自
ら
創

立
し
た
汲
古
書
院
か
ら
影
印
出

版
し
た
り
、
手
弁
当
で
各
地
の

和
漢
古
書
の
整
理
に
で
か
け
、

多
く
の
漢
籍
古

書
目
録
を
出
版

し
た
こ
と
も
功

績
の
一
つ
で
あ

る
。そ

の
長
澤
規
矩
也
の
蔵
書
が

本
学
図
書
館
に
入
っ
た
の
は
平

成
五
年
で
、
以
降
長
澤
文
庫
と

し
て
関
西
大
学
図
書
館
の
貴
重

な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
な

っ
た
。
約
三
万
冊
の
文
庫
資
料

は
、
そ
の
後
十
余
年
か
け
て
整

理
さ
れ
、
現
在
で
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
図
書
館
蔵
書
検
索
シ

ス
テ
ム
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ
で
検
索
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
目

録
所
在
情
報
が
わ
か
る
国
立
情

報
学
研
究
所
に
も
登
録
さ
れ
、

学
内
外
か
ら
の
利
用
は
着
実
に

増
え
て
き
て
い
る
。

長
澤
文
庫
の
内
容
は
、
主
と

し
て
明
治
、
民
国
以
前
の
刊
本

や
写
本
、
地
図
や
役
者
絵
な
ど

の
一
枚
物
、
各
機
関
の
目
録
類

な
ど
を
含
む
洋
装
本
で
あ
る
。

書
誌
学
者
の
蔵
書
ら
し
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
版
本
が
集
ま
っ
て
お

り
、
資
料
の
目
録
作
成
に
は
苦

労
を
要
し
た

が
、
通
常
い
ろ

い
ろ
な
図
書
館

に
散
在
し
て
い

る
版
本
が
、
長
澤
文
庫
で
は
一

箇
所
に
集
っ
て
お
り
、
利
用
者

に
と
っ
て
は
そ
れ
ら
を
同
時
に

閲
覧
し
比
較
対
照
す
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境

と
な
っ
て
い
る
。
既
蔵
の
内
藤

文
庫
、
中
村
幸
彦
文
庫
と
も
合

わ
せ
る
と
、
版
本
の
一
大
集
結

地
と
な
り
、
大
い
に
利
用
し
て

研
究
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
こ
の
た
び
、
長
澤
文

庫
を
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ
で
は
検
索
で

き
な
い
項
目
で
検
索
し
た
り
、

文
庫
内
の
貴
重
な
資
料
の
画
像

も
見
る
こ
と
の
で
き
る
検
索
サ

イ
ト
を
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
今
年
度
末
を
め
ど
に
、
構

築
作
業
を
進
め
て
お
り
、
完
成

し
た
暁
に
は
、
図
書
館
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
紹
介
す
る
予
定
で
あ

る
。

（
図
書
館
）

昨
年
十
二
月
十
二
日
、
阪
神

タ
イ
ガ
ー
ス
の
岩
田
稔
投
手（
平

成
十
八
年
経
済
学
部
卒
業
）
が

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
学
舎

Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
で
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
を
行
い
、
学
生
時
代
の
思

い
出
を
語
っ
た
。

当
日
は
学
生
約
八
百
人
が
集

ま
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
十
勝
を
挙

げ
る
活
躍
ぶ
り
を
映
像
で
振
り

返
っ
た
後
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

始
ま
っ
た
。
岩
田
投
手
は
、
聞

き
手
の
質
問
に
対
し
て
的
確
な

回
答
を
返
し
て
い
た
。
特
に
、

大
学
時
代
の
話
に
な
る
と
ユ
ニ

ー
ク
な
話
題
ば
か
り
で
、
会
場

は
お
お
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い

た
。岩

田
投
手
は
今
シ
ー
ズ
ン
優

勝
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
胸

に
、
オ
フ
も
投
球
練
習
を
続
け

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
関
大
生
六

人
に
よ
る
「
関
大
岩
田
会
」
の

結
成
も
決
ま
り
、
更
な
る
飛
躍

を
学
生
と
と
も
に
誓
っ
て
い

た
。

グランプリ賞に輝く植條ゼミ生

水
谷
修
客
員
教
授

講
演
会
を
開
催

秋
学
期
か
ら
客
員
教
授
に
就

任
し
た
水
谷
修
教
授
に
よ
る
講

演
会
が
昨
年
十
二
月
二
日
開
催

さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
い
ま
、

子
ど
も
た
ち
は
…
〜
い
じ
め
、

不
登
校
・
引
き
こ
も
り
、
リ
ス

ト
カ
ッ
ト
・
自
殺
、
薬
物
乱
用

・
犯
罪
〜
」で
、約
七
百
人
の
学

生
、
一
般
市
民
の
方
が
聴
講
し

た
。水

谷
教
授
は
、
現
代
の
若
者

が
何
に
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
の

か
、
ま
た
、
薬
物
に
依
存
し
た

人
間
は
、
ど
の
よ
う
に
身
体
と

精
神
を
蝕
ま
れ
て
い
く
の
か
等

を
、
学
生
に
熱
く
語
り
か
け
て

い
た
。

○
文
学
部
教
授

竹
内

洋
著

『
学
問
の
下
流
化
』

（
平
成
二
十
年
十
月
十
日
・
中

央
公
論
新
社
・
定
価
千
九
百
円

�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

浦
西
和
彦
著

『
浦
西
和
彦
著
述
と
書
誌
�
第

三
巻
�
年
譜
葉
山
嘉
樹
伝
』

（
平
成
二
十
年
十
月
二
十
日
・

和
泉
書
院
・
定
価
一
万
三
千
六

百
五
十
円
�
税
込
�
）

�若者文化�の
中心に新拠点

「「
釜釜
山山
国国
際際
広広
告告
祭祭
」」ヤヤ
ンン
ググ
スス
タタ
ーー
部部
門門

植
條
ゼ
ミ
生
チ
ー
ム

グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
関
西
リ
ー
グ
優
勝

書
誌
学
研
究
の
至
宝

和
漢
古
書
の
宝
庫

長
澤
文
庫
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A HAPPY�
NEW YEAR

　「えべっさん」の名で親しまれている今宮戎神社（大阪市浪速区）
の十日戎の福娘に、本学留学生5人が選ばれ、1月9日（金）から11
日（日）までの3日間、福笹を手渡す役を務めることになりました。�
　2,831人の応募者の中から代表4人に選ばれたスザナ・ハニバロバ
さん（文2）はチェコからの留学生で、「日本舞踊を習うなど、日本文化に大変興味があり
ます。参拝者のみなさんに幸せをプレゼントしたい」と話していました。�
　なお、今宮戎神社の最寄駅は地下鉄堺筋線「恵美須町駅」など。�

　あけましておめでとうございます。�
　みなさんは、年末年始をどのように
過ごされましたか。除夜の鐘を聞きな
がら年越しそばを食べ、初詣でにでか
けて、おみくじを引く。こんな純日本風
のお正月を過ごされた方も多いのでは
ないかと思います。�
　では、海外では年末年始をどのよう
に過ごしているのでしょうか。�
　「お年玉はもらえるの？」「年賀状は？」
今回は、そんな疑問を関西大学に来て
いる交換留学生のみなさんにぶつけて
みました。�

前列右から、高野（早智）さん、アマーリ・ラドワさん、清永さん、西岡さん�

後列右から、星さん、アミリア・カーチィスさん、デブロック・トーマスさん、
盧 奕安さん、スクサイ・パッチャラハタイさん、松永さん、
グバール・アナスタシアさん�

国際部って？�

　昨年12月3日、「第6回　外国人留学生による日本語スピーチコンテスト」が国際部主催
で行われ、出場した8人の留学生が、日本や日本人への想いなど、それぞれの想いをこめてス
ピーチを行いました。�
　学長賞には、「あらためて見る2つの世界」と題し、現代のグローバル社会において、海外の
人や国を理解する際にステレオタイプがもたらす危険性についてスピーチしたスザナ・ハニ
バロバさん（チェコ）が輝き、李 　　さん（中国）が会場の投票による話題賞を、スピーチに
代えて落語を披露したグバール・アナスタシアさん（ロシア）が“おもしろかったで賞”を受
賞しました。�

第6回　外国人留学生による日本語スピーチコンテスト�

　ロシアでは、お正月が1年で最も重要な
イベント

で、クリスマスには特別なお祝いはしな
いで普段

どおりに過ごしています。クリスマスツリ
ーはお正

月に飾っているので、年末になるとツリ
ーのため

のマーケットが街にたくさん出ます。�

　12月31日は家族や友だちとのパーテ
ィーで朝

まで楽しみ、1月1日0時ジャストには乾
杯をして

お祝いをします。ロシア版サンタクロー
スといっ

た感じの「デッド・モロズ」（霜おじいさん）と
孫娘（雪

のお姫さま）が一緒にやっ

てきて、子どもたちが寝

ている間に、ツリーの下

にプレゼントを置いてい

くと言われています。�

�

　ベルギーではお正月は家族と過ごすのがごく一
般的。夜遅くまでたくさん食べたり、飲んだり、話
をしたりして過ごすのは、日本と同じです。そして、

1月1日を過ぎると友だちとパー
ティーをして楽しみます。�
　ベルギーの大学では、年末から
年始にかけては試験中です。大学
生たちはみんな勉強で疲れてい

ますが、お正月だけはのんびりと過ごします。�
　今年のお正月はベルギーに帰れないので、日本
で彼女と過ごそうかなと思っています。�

　タイのお正月はタイの旧暦である4月13日～
15日に行われ、“水掛け祭”で新年を祝います。こ
のお祭りは、年長者の手に少量の水をかけて尊意
を表し、また若者は互いに水を掛け合うというも
のです。新暦の1月1日には、それぞれ故郷に帰省
して家族団らんを楽しんだり、パーティをしてお正
月を祝います。�
　日本でいう「年賀状」のような
ものがあり、1年のお礼やあいさ
つを郵便で親しい人に送ります。
さらに、果物など健康に良いもの
をお世話になった人に送ります。�

　エジプトの年末年始の過ごし方は日本
のそれと

非常に似ています。自宅で家族や友だち
と食事を

したり、テレビの特集番組を見て過ごした
り。大晦

日にはみんなでカウントダ

ウン！そして、新年を迎えた

瞬間、プレゼント交換をして、

カードに書いた1年の抱負

を披露しあいます。また、私

たちよりも上の世代では、

洋服を新調したりもします。�

　エジプトでは、年末年始よりも、12月
上旬に行

われる犠牲祭の方が盛大です。これはイ
スラム教

のお祭りで、9月のラマダン（断食）のあ
とのお祭

りとともに二大祝祭と言われ、寺院に礼拝
に行き、

子どもたちにはお年玉が配られます。�

　1週間程度のお正月休みには、何日間
か海外や

観光地に旅行に行く人が多いですが、わ
が家では

元旦には家に家族が集まり、2

日には親戚などみんなが勢揃

いし、にぎやかになります。�

　その場に欠かせないのが、鍋

料理。鍋料理には伝統的に「団

欒」という意味があり、味は各

家庭によって違います。鍋に入れる材料
は野菜や

魚介類のほかに、蛋餃（タンチャオ）・燕餃（イ
ェンチャ

オ）という、餃子のようなものを入れます
。�

　また、お年玉の習慣があり、一般的に
社会人に

なるまでもらい、金額は両親からだと千
円～2千

円ぐらいです。また、社会人になると、子
どもから

両親にあげるようになります。�

　南半球にあるオーストラリアの年末年
始は当然、真夏。

その過ごし方はというと、お正月よりも
クリスマスの方

が断然盛り上がります。家族や親しい友
だちとプレゼン

ト交換、そしてコンサートや花火を楽し
みます。そして、

1月1日にはビーチで海水浴を楽しむの
が恒例です。�

　本特集でのインタビューを読んで、海外への
興味が沸いてきたのではないでしょうか。それ
ならぜひ国際部をのぞいてみてください。�
　国際部は、留学生に対する日本での学生生活
の手伝いや本学学生に対する交換派遣留学、
海外語学セミナーなどを開催しています。そし
て昨秋からは国際交流コミュニティ：KUブリッジという学生スタッフとともに留学生
との交流イベントなども行っています。�

　その一例として、留学生が講師となって母国語を教え
てくれる会話交流会があります。学べる言語は英語、中
国語、ドイツ語など8つの言語があり、最大の特徴は教え
る内容を講師の留学生自身が決めていること。本格的に
黒板を使い講義のように進める時もあれば、ディスカッショ
ン形式で進めていく時もあり、工夫が凝らされていて、教
室が満員になることもあります。�

　海外に興味のある人、留学生と交流を深めたい人は、国際部で知らない国の文化
に触れるのもいいかもしれませんね。�

リ  　イ　ニ�

取材：学生広報スタッフ（50音順）  清永真弓（政策2）、菅原直亮（情1）、高野公美子（文3）、�
　　　　　　　高野早智（文3）、西岡沙紀（政策2）、星　諒太（商4）、松永有紗佳（政策2）�

海外の�
年　・年　事情�

十日戎の福娘�本学留学生5人が選ばれる�

グバール・アナスタシアさん�

（ロシア出身／チューリッヒ大学）�

盧　奕安さん�
　（台湾出身／静宜大学）�

ロ� イアン�

デブロック・トーマスさん�
（ベルギー出身／ルーヴェン・カトリック大学）�

スクサイ・パッチャラハタイさん�
　（タイ出身／タマサート大学）�

アマーリ・ラドワさん�

　（エジプト出身／カイロ大学）�

�

アミリア・カーチィスさん�

（オーストラリア出身／オーストラリア国
立大学）�

留学生に聞く�

末� 始�
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私
た
ち
は
い
ま「
変
革
」の

時
代
を
生
き
て
い
る
。
我
が

国
で
進
行
中
の「
構
造
改
革
」。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
始
ま
る

で
あ
ろ
う「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」。

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た

め
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

更
、
等
々
。

本
号
の
特
集
�
新
た
な
教

学
体
制
の
展
望
�
は
、
関
西

大
学
に
お
け
る
「
変
革
」
の

一
端
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
号
が
、
本
学
に
お
け

る
学
び
、
研
究
、
国
際
交
流

の
未
来
を
共
有
す
る
場
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

こ
の
先
も
「
変
革
」
は
続

く
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
そ
う

し
た
「
変
革
」
に
前
向
き
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
し
か
し
同
時
に
、
無
批

判
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
う
。「
変
革
」
を
批
判
的
に

評
価
し
、
勇
気
を
持
っ
て
決

断
す
る
。
大
学
に
集
う
総
て

の
人
に
課
さ
れ
た
、
社
会
的

責
務
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
西
田

晃
一
）

�編集後記�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

大
倉
雄
次
郎
（
お
お
く
ら
・

ゆ
う
じ
ろ
う
）
教
授

博
士
（
商
学
�
学
位
論
文

「
連
結
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ

ー
の
研
究
」）、
公
認
会
計

士
。
大
分
大
学
経
済
学
部
教

授
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
に

本
学
に
赴
任
。
著
書
『
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
と
キ
ヤ
ノ
ン
に
学

ぶ

経
営
改
革
の
た
め
の
会

計
戦
略
』（
中
央
経
済
社
）
等

多
数
。
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